
エクセル講習1_07数式

７．　数式

７．１　四則演算
"= "から始まる記号で記述する

* 掛け算 ＋足し算
/ 割り算 - 引き算

数学と同じ優先順序計算される
（）があればそちらが優先して計算される

７．２　直接入力計算
数字を直接入力して
計算させる

７．３　間接入力計算
数字に対応するセルの番地を入力する
入力方法は
キーボードから行う方法と
マウスで選択しながら行う
方法もある

数値を直接入力した式は、データを変えるたびに式も書き換えが必要だが、セル参照では
式を変更する必要がない

７．４　オートＳＵＭで計算　
合計するセルを選択する
オートＳＵＭボタンをクリックする

合計額の結果がでる

Enterキーを押すと計算
結果を表示する

数式バーに入力した計算式が表示される

セルを選択

オートＳＵＭの計算式 計算結果
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列と行の合計を同時に求める

合計の範囲までドラッグして選択する
オートSUM ボタンをクリックする
このような表の場合、列と行の合計を一度に求めることができる

＊　例題を使った計算

A  中央支社と東部支社のそれぞれ支店の合計を求める
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中央支社の目標額のセル（Ｂ３）を選択する
オートＳＵＭボタンをクリックする

Ｂ６からＢ４までドラッグしてセルを指定する

Ｅｎｔｅｒキーを押すと
中央支社の目標額のセル（Ｂ３）
に合計額の計算結果が表示される

B 同じ要領で1月から3月までと東部支社の合計も計算する。または、B3セルをE3セル
までコピーする

各計算結果
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C  中央支社と東部支社の合計額を目標合計（Ｂ１１）セルに計算する

B11セルに”=”記号入力
B3セルクリック
B11セルに”＋”記号入力
B7セルクリック
Enterキーを押す

B11セルに計算結果が
でる

D  同じように1月から3月の合計を求める
支社、支店の1月から3月の合計も求める

E　　各支店、支社の1月～3月までの合計を求める
C3からF3まで選択する
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［オートSUM］アイコンをクリックする］

F3に計算結果が、数式バーの計算式でる
同じようにA3以下の支店、支社の合計を求める

７．５　分数の入力と計算
分数の入力は
［0］スペース［2/3］とA1セルに入力
B1セルに[1000]と入力
C1セルに[=A1*B1］と入力

７．６　絶対参照と相対参照
［7.3間接入力計算］は相対参照の例です
下図の計算例で［$F$1]の部分が絶対参照にで［D4］は相対参照になります
絶対参照の式へ変更するには［F4］と入力後F4キーを押すと［$F$1]と変換される
絶対参照はコピーしても式は変化しません

合計の式と計算結果

=D4-$F$1

=D5-$F$1
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